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東京附近。の植物化石新産地

伊　田　一　善＊

　　　　　　　　R6sum6
New　Localities　of　Plant、Fossils　in　T6ky6and　Yokohama

by

K：azuyoshi　Ida

　　Several　important　plant　fossils　were　discovered　from　the　new　horizons　in　the　Iater

Cenozoic　formations　in　T6kyσ．and　its　suburbs．The　genera1。sequence　of　formations　and

their　main　fossils　are』as　follows；
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　東京都内およびその隣接地の，上部瑞穂統および敷島統

の細分に関しては，従来いろいろな方法が採られてきた

が，未だ古生物学的あるい嫉層序学的資料が不足であ

るため，それらの関係がすべて明らかであるとはいい難

1、・。そこでこ～には，これらの論義の基礎となるべき若

一干の資料を提供する意味で，筆者が近年採取した植物化

石産地と，その層序的位置ならびに種名を列記する。

初めに予備知識として，多摩川右鐸を主とする神奈川

県東部より，東京都南多摩郡にわたる地域でたてられた

一般層序を述べよう。ごの層序はこ～10数年間におい

て，かなりの曲折はあつたが，最近ではほ父大塚彌之助

の層序区分にしたがうことに落着いている。た壁し地層

の呼称は若干変更された（第1表参照）。

すなわちとNでは相模層群の下部および三浦層群の上

　　　　　　　　第1表多睡川右岸の履序区分
（統）／層群）　　（累層）　　　（部層）（主要鍵層）6篇考）　信己載）
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玉．東京都府中市におけるM：etaseαuoia産地

府中市の東京競馬場北側には南多摩層が露出してい

る。かつて鈴木好一（1934）11，（1935）2）により沖積層とL

て報告されたもの，あるいは大西弘（19＄9）3）により洪積

層として報告されたものは，いずれもこの南多摩層の一

部である。Arbetographyの作業結果では，東府中駅南

の段丘下にみられる泥質岩は，東府中凝灰岩Hf・是政凝

灰岩K：mという2層の凝灰岩を伴ない㌃．第1星川（H1）

凝灰岩と第2星川（H2）凝灰岩のほ壁中間の層準す准

わち層名でいえば南多摩累層の稲城部層に挾まれた泥質

層註1）にあたり，競馬場北縁に露出する砂礫層および競

馬場の坑井内め地層1）は，稲城部層そのものである。植

物化石は競馬場北東端，乗馬用水浴場（「プール」）脇に露

出する，北東に筐かに傾斜するKmの基底より下位2m

註1）稻城部雇は砂暦であつて，この暦位の泥質岩は多睡丘陵において
　　遭跡することが可能である。これは小田急沿線で発達し，上下の典

　　型的な稻城暦は認められなくなるoすなわちこの部雇は岩相区分で

　　あるから，問題とするKm暦位の泥質雇は稻城雇に挾まれねがら，

　　厳密には稻城雇には所鵬しないことを念のたの附記する。

図

にわたる間の泥層中にあつて，針葉樹葉がおびた黛Lぐ

散在する。また材・毬果・実を産し，欄葉樹葉は破片が

多く完全なものは少ないdその産状からみてautocht・l

honousのものではないと考えられる。

採取Lた種類は未だ検討中であるが，判明したものぱ

次の通り、である。本標本の鑑定は藤岡一男教授によるα

　　　　　Loc．1
ル観αs6卿o痂4翻6hσ（HEER）MIK：1

∠L伽祝sブα汐o毎αz　S工EB．＆zucc．・

∠4伽sヵθ癬ぬMATSUMURA
Q鋸θ繊ssp．

S彪卿σπ宛sp．

2。東京都初台．におけ’る坑井より産出した

　　　　　Menyanthes

　京王線初台駅に近い東京都新宿区角筈3丁目淀橋ガス

タンクの西約300m，甲州街道と環状線交叉点の北約20・

叫恥いて騰された深さ2伽の試錐コアーからみ瓦

地質は，第2図の桂状図に示す通りである。

　地層は地表より6m78まで関東層で，以下は下末吉
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第2図新宿区角筈3丁目試錐柱状図

層からなり，下末吉層最上離にあたる暗褐色泥層がや

漉脚励8s婿・J」惚L．の実1個を得た（鑑定は棚井

り敏雅iによる）（：Loc．2）。

　　　　　　3。新羽層とその化石植物

　横浜市港北区新羽字久保谷より大竹に通ずる峠の切通

には，関東層と下末吉層、との良好な露出がある。ところが

こ二では関東累層は下末吉累層に不整合に接していて，

不整合面はぎわめて凹凸がはなはだしく，谷状の侵蝕部

があり，一部ン；は基底礫がある。またほかの部分には凝
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灰岩を挾んで厚さ1m・内外の化石土壌がある。この土

壌は関東累層に属してはいるが非「ローム質」である。

これを新羽層即ippa　member（伊田・三梨3新称！と呼

ぶ。新羽層は関東累層基底の1部層である。このなかか

ら産出した植物化石は次の通りである（棚井敏雅鑑定）。

　　　　　　　　　Loc．3

上蔀

　勘幽sブαρo初oαMAX．イヌブナ
　Coが％s　hθ’θ御ガhツπσFlsH．var．Th襯δθ㎎露
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　BLUMEハシパミ　　　14
　cfr．Cαiゆ伽粥卯osαBLUMEサワシパ
　　　　　　　、

下部

　∠4伽％sノαρo卿oαS．＆Z．ハンノキ

　、CαiゆJn％s　o”銀BLUMEサワシバ

　Q％θκ郷s卯翅iαTHUNB．ゴ1ナラ
　Co勿yZz∫s　h（ヨ’θグ01》h』yZJ召　ヨlsH．’var．　7「h錫”δo壌落・

　　BLUMEハシバミ

　かりに上下に分けて採取したが，本質的には組成は異

ならないようである。すなわちさらに採取すれば差がな

、くなるであろう。

　これらは今日まで知られなかつた関東層の化石として

重大な意義があり，またこの植物群から推定される気候

状況は江古田のそれとも，また従来下末吉層の植物群か

ら推定されたものとも相違していることは注意すべきで

ある。

4．綱島層の化石植物

　東横線綱島駅西の丘陵には，三浦層群の橘樹層が露出

している。その上位には，一部に谷状窪地を埋めて堆積

したr質一ム」状の岩相を示す厚さ最大2mの地層があ

る。この基底部には植物片を含んだ含礫砂泥層（厚さ80

cm内外）がみられる。この「ローム」状の地層は，関東

層のそれとかなり異なり，神奈川層で昂る．と判定した。

すなわちこの露頭では，・橘樹層上に下末吉・関東両層を

欠ぎ，神奈川層が接する。

　基底部は非火砕質であつて，本来の神奈川層の岩相とゴ

『
異

なることから，この部分を綱島層Tsu丘ashima　me－

mber（伊田，新称）と呼び，神奈川累層の1部層とする。・

　綱島層の植物化右は保存良好で，材・葉・毬果を含み・・

炭化度が著しく低い。鑑定L得た植物はPJo昭ル勉鉱

郷o痂6痂REGELーヒメバラモミ（Loc．4）で，毬果とそれ，

のついた小枝である。

　以上4地点，4層位における植物化石と，その層序上の

意義を簡単に述べる1と，第1に関東南部で始めて1吻’伊

3昭卿伽を三浦層群中に発見することができ註2），これに

より南多摩層にすでに知られている∫％g∫側s　o伽ε耀，

．P微3吻g薇伽とともに，明石層の3要素がそろ．うこと，

東京西郊の一部の地層が模式下末吉層と層序的に対比で

き，そのなかにル勧坦％伽sもまた伴なつていること・1

従来化石皆無の「関東ローム」（神奈川累層＋関東累層）・

の2層位から植物化石が発見できたことなどであつて，

いずれも関東南部の層序を解明する重要な手がかりとな

　るものと信ずるものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　最暖に野外においても，また室内においても，この作

業に援助を与えられた燃料部三梨昂技官，あるいは標本

・の鑑定をLて戴いた藤岡一男博士，．燃料部棚井敏雅技官

　に深甚なる感謝の意を表するものである。

　　　　　　　　　　（昭和27年3月～29年12月調査＞

1）’鈴木好一；

2）鈴木好一：

3）大西　弘＝

　　丈　　献

東京府北多摩郡府中町に於ける墾弁

によつて知られたる海成沖積層，地

・質学雑誌，Vol．41，No．493，一p．

628，　1934

『府中町に於ける海成沖積層」の補遺

地質学雑誌，Vol．421No．497，p．

106タ・1935

武蔵野台地の西南縁部の地質につい

て，矢部教授還暦記念論文集，p．

661，　1939

註2）黄和田暦模式地において，筆者は涙θ脇8e卿o脇を採取したこと一

　がある。
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